
一般社団法人構造物診断技術研究会 

 

 

令和３年度 先端科学特別講義 
 

 

■ 日時：令和３年１１月２６日（金）09:00～12:15 

■ 会場：鹿児島大学工学部稲盛会館 

■ 参加費：無料（事前申し込みが必要） 

◆ 土木学会継続教育（CPD）認定プログラム（JSCE21 3.2 単位） 

 

～ 先端科学特別講義 ～ 

『港湾インフラの未来を考える－戦略的維持管理のための最近の取り組み－』 

 

＜プログラム＞ 

09:00～09:05 開会挨拶・講師紹介 

 

09:05～12:05 講義『港湾インフラの未来を考える－戦略的維持管理のための最近の取り組み－』 

   講師：西田 孝弘 氏  

（国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 

港湾空港技術研究所 主任研究員） 

 

港湾インフラは私たちの豊かな暮らしや経済を支える重要なインフラです。そんな港湾インフラも、近年

施設の老朽化が問題となっており、2030 年には我が国の港湾インフラの約 60%が建設後 50 年を迎えるとさ

れています。本講義では、このような問題に対して、“今ある港湾インフラをいかにして守り、そして長持ち

にさせるか”これを達成するための技術、材料開発に関する最新の取り組みについて紹介します。 

 

12:05～12:15  質疑応答・閉会挨拶 

 

＜お問い合わせ先＞ 

一般社団法人構造物診断技術研究会 事務局 

  TEL：099-285-8479  email:rodts@oce.kagoshima-u.ac.jp  


